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講座番号 B-15 講座名

記載日 2019/5/20 団体名・企業名

・なかなかできない体験をさせて頂きました。・縄文時代に興味をもちました。・火の心
地よさに癒されました。

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

縄文時代の土器づくりは、焚き火を囲んだ生活の中に溶け込んでいたと言われているので
手軽に簡単に誰でも作れる、とイメージしていましたが予想以上に手間暇がかかりまし
た。しかし、手間暇かかった分、自分の作った器を大切に扱っている姿に心動きました。

事業実績報告書

大むかしの器を食卓に!～縄文土器をつくろ
う!～
evergreen～根っこを育む自然塾～

〈講座全体の概要〉(300字程度)

島の土をつかって、日本で初めて登場したやきものである縄文土器づくりを1泊2日で完結
します。縄文時代の土器づくりは、焚き火を囲んだ生活の中に溶け込んでいました。それ
を再現します。ひと昔前の暮らしの中で計4食のご飯づくりを行い、囲炉裏を囲み、語り
合いながら土器づくりを行いました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

４月２８日佐久島にて、自分の好きな形に
成形しています!

４月２９日できあがりました!

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

様式２
(2019年度)
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